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大
阪
公
立
大
学
の
活
動
報
告

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
生
招
へ
い

日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
最
先
端
技
術
研
修

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
て
、
今
年
９

月
11
日
か
ら
16
日
の
日
程
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
王
立
プ

ノ
ン
ペ
ン
大
学
（
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
）
の
工
学
部
に
所
属
す

る
学
生
９
名
と
引
率
教
員
１
名
を
迎
え
、
シ
ス
テ
ム

発
想
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
最
先
端
技
術
を
体
験
す
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
１
日
目
】
関
西
国
際
空
港
に
到
着
後
、
本
学
中
百

舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、
自
己
紹
介
を
含
ん
だ

簡
単
な
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
本
学
現
代
シ
ス
テ
ム

科
学
域
の
瀬
田
・
林
研
究
室
が
進
め
て
い
る
知
的
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
、
招
へ

い
者
に
開
発
シ
ス
テ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら

意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
２
日
目
】
関
西
エ
リ
ア
一
帯
の
電
力
供
給
を
支
え

る
最
先
端
の
大
規
模
発
電
・
制
御
施
設
を
一
日
か
け

て
見
学
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
関
西
電
力
送
配
電
㈱
の
協
力
の
も
と
、

「
中
央
給
電
指
令
所
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
関
西
エ
リ
ア
の
電
力
需
給
状
況
を
年
中
無
休
で
監

視
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。
巨
大
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
し
出
さ
れ
る

様
々
な
情
報
を
前
に
、
司
令
室
の
業
務
に
関
す
る
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
関
西
電
力
㈱
の
協
力
を
得
て
、
液

化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の
受
入
・
貯
蔵
・
気
化
・

送
出
の
業
務
を
行
う
「
堺
Ｌ
Ｎ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
」
お
よ

び
、
同
施
設
か
ら
送
出
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
基
づ
き
電

気
を
作
り
出
す
「
堺
港
発
電
所
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
２
機
も
収
ま
る
巨
大
Ｌ
Ｎ

Ｇ
タ
ン
ク
や
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を

組
み
合
わ
せ
た
最
新
鋭
高
効
率
で
環
境
に
も
優
し
い

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、
施
設
を
回
り
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

【
３
日
目
】
午
前
中
か
ら
午
後
に
か
け
て
、
本
学
現

代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
の
共
生
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

研
究
室
（
中
島
智
晴
教
授
・
楠
木
祥
文
講
師
）
、
デ

ー
タ
＆
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
室
（
佐
賀
亮
介
准
教

授
）
を
見
学
し
、
人
工
知
能
の
最
先
端
技
術
を
取
り

入
れ
た
知
能
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
や
情
報
可
視
化
・

推
薦
技
術
な
ど
の
研
究
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
内
の
植
物
工
場
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
水
耕
栽
培
と
水
産
養
殖
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
循
環
型
農
業
設
備
（
ア
ク
ア
ポ

ニ
ッ
ク
ス
）
や
、
高
効
率
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
シ
ス
テ
ム
、

自
動
搬
送
装
置
が
導
入
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
大

規
模
量
産
施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

同
日
夕
刻
、
国
際
交
流
会
館I-w

ing

で
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｐ

と
の
交
流
を
長
き
に
わ
た
り
深
め
て
き
た
辻
洋
大
阪

府
立
大
学
名
誉
教
授
（
大
阪
府
立
大
学
前
学
長
）
と

Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
か
ら
本
学
大
学
院
に
留
学
し
て
い
る
学
生

を
交
え
た
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
、
招
へ
い
者
の
将
来
計
画
や
夢
が

共
有
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
招
へ
い
者
が
日
本
へ
の

進
学
を
希
望
し
て
お
り
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
４
日
目
】
午
前
中
、
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
の
協
力
の
も
と
、
最
新
の
総
合
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
関
西
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
上
を
高
速
で
流
れ
る
膨
大
な
荷
物
が
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
瞬
時
に
捉
え
ら
れ
、
搬
送
先
の
シ
ュ
ー

タ
ー
へ
正
確
に
移
動
さ
せ
る
ク
ロ
ス
ベ
ル
ト
ソ
ー
タ

の
動
き
を
窓
越
し
に
観
察
し
な
が
ら
、
最
先
端
の
物

流
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
378
回

＝
特
別
連
載
＝

林	佑樹
（大阪公立大学
現代システム科学域
准教授）
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午
後
に
は
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
に
隣
接
す
る
グ
ラ
ン
フ

ロ
ン
ト
大
阪
内
の
知
的
創
造
・
交
流
の
拠
点
「
ナ
レ

ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
施
設
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
オ
フ
ィ
ス
、
交
流
サ
ロ
ン
、
大

学
・
研
究
所
・
企
業
の
試
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る

体
験
型
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
、
時
間
の
許
す
限
り
見

学
・
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
本
学
の
学

生
ら
と
大
阪
市
内
を
巡
り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
５
、
６
日
目
】
午
前
中
は
、
本
学
の
高
度
人
材
育

成
推
進
セ
ン
タ
ー
の
広
瀬
正
特
任
教
授
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
「E

ffectuation	W
orkshop	

│E
njoy	

your	life	w
ith	Entrepreneurship

│
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本
学
学
生
ら
と
の
混
成
グ
ル
ー
プ
を

組
み
、
各
々
の
ス
キ
ル
や
人
脈
を
グ
ル
ー
プ
内
で
共

有
し
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
を
考
案
し
、
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
グ
ル

ー
プ
も
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
、
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
佐
賀
亮
介
准
教
授
の
主
導
の
も
と
、

共
同
研
究
企
業
（
㈱H

EA
V
EN
	Japan

）
を
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
修
了
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

同
日
夕
刻
か
ら
は
、
本
学
教
員
・
学
生
を
交
え
て

意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
本
学
と
の
持

続
的
な
交
流
を
更
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
約
束
さ
れ

ま
し
た
。

６
日
目
の
朝
に
関
西
空
港
に
移
動
し
、
名
残
を
惜

し
み
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

◇

２
０
１
９
年
度
を
最
後
に
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
の
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
実
に
４
年
ぶ
り
に
科
学
技
術
交

流
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な

交
流
再
開
の
機
会
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
さ
く
ら
招

へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
の
た
め
に
、

多
く
の
学
内
の
教
職
員
、
学
生
、
そ
し
て
関
連
企
業

の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
支
援
と
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
通
じ
た
継
続
的
な
人
的
交
流
が
大
き
な
力
を

生
み
出
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◉
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
日
談
・
今
後
の
展
望

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
、
お
よ
び
終
了
後
の
現
在
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
日
本
人
学
生
の
参
加
者
ら
と
継
続

的
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

過
去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の

中
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ

て
再
会
を
果
た
し
た
学
生
（
２

０
１
５
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力

者
）
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
Ｉ
Ｔ

企
業
で
働
き
始
め
た
学
生
（
19

年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
者
）
も

い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
広
げ
、
国

際
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
た
め

の
重
要
な
機
会
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
再
開
さ
れ
た
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
機
に
、
再
び
こ

の
よ
う
な
学
生
が
出
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

施
設
見
学
を
実
施
い
た
だ
い

た
本
学
・
企
業
関
係
者
は
、
次

年
度
以
降
も
積
極
的
に
支
援
す

る
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
Ｒ

Ｕ
Ｐ
Ｐ
と
の
科
学
技
術
交
流
を

さ
ら
に
強
化
し
、
両
国
の
学
生

に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
す
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ

ッ
プ
を
提
供
す
べ
く
、
今
後
さ

ら
に
発
展
的
な
学
修
体
験
に
資

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワークショップ

植物工場研究センターの見学

堺LNGセンターの見学

関西国際空港での集合写真




